
　
都
市
に
は
、
人
々
が
安
全
・
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
築

き
、
後
世
の
子
ど
も
・
孫
・
曾
孫

に
引
き
継
ぐ
大
切
な
仕
事
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
戦
後
国
民
は
、

生
活
の
安
定
に
向
け
家
庭
、
会
社

を
支
え
、
現
在
の
社
会
を
築
い
て

き
ま
し
た
。

　
政
府
も
、
税
金
を
基
に
新
幹
線
、

高
速
道
路
、
港
、
橋
、
飛
行
場
等
、

国
の
骨
格
と
な
る
大
型
公
共
事
業

を
約
6
0
年
進
め
、
そ
の
事
業
は
既

に
終
息
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
民
間
も
、
技
術
開
発
を
基

本
に
車
、
家
電
製
品
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
（
水
道
、
下
水
、
ガ
ス
、
電
気
、

電
話
等
）
を
積
極
的
に
普
及
さ
せ

便
利
な
社
会
を
築
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
、
各
地
で
車
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
建
物
、
食
品
、

自
然
災
害
・
教
育
問
題
等
、
安
全

を
基
本
か
ら
見
直
し
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
を
地
方
分
権
化

の
中
で
各
自
治
体
が
進
め
る
時
代

が
き
ま
し
た
。

　
便
利
な
車
社
会
を
迎
え
行
動
範

囲
が
大
幅
に
広
が
る
中
で
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
生
活
道
路
が
、

何
時
し
か
車
に
よ
り
危
険
な
道
路

と
変
わ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事

故
が
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
車
の
保
有
台
数
は
、
年
々
増
加

し
昭
和
3
0
年
代
半
ば
約
３
百
万

台
、
4
0
年
半
ば
約
1
8
0
0
万
台
、

現
在
は
約
８
千
万
台
と
な
り
、
狭

溢
な
生
活
道
路
で
交
通
事
故
が
急

増
し
、
平
成
1
8
年
の
交
通
事
故
件

数
８
８
６
千
件
、
負
傷
者
数
1
0

9
7
千
人
、
死
者
数
6
3
5
2
人

と
警
察
庁
は
平
成
1
9
年
１
月
２
日

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
人
々
の
生
活
に
大
切
な
生
活
道

路
は
、
自
治
体
の
道
路
管
理
者
が

建
設
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
道
路
で
の
交
通
事
故
調

査
は
、
加
害
者
、
被
害
者
、
警
察

官
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路

管
理
者
も
立
会
い
、
道
路
の
構
造
、

管
理
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
毎
年
春
・
秋
の
交

通
安
全
旬
間
に
、
道
路
管
理
者
、

警
察
官
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
一

般
利
用
者
が
、
生
活
道
路
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止
等
を
テ
ー
マ

に
、
テ
レ
ビ
討
論
会
を
行
い
、

官
・
民
を
超
え
た
安
全
な
社
会
・

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
安
全
な
道
路
を
造
り
、
事
故
か

ら
守
っ
て
あ
げ
る
の
が
大
人
の
社

会
責
任
と
考
え
ま
す
。

　
便
利
な
車
も
、
安
全
な
生
活
道

路
が
整
備
さ
れ
て
便
利
さ
が
活
き

る
と
考
え
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
歩

道
整
備
が
必
要
で
す
。

　
2
1
世
紀
は
、
地
域
再
生
法
、
議

員
立
法
（
条
例
）
等
を
基
軸
に
、

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
密
集
地

域
・
集
合
住
宅
地
域
・
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
等
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に

併
せ
て
、
自
治
体
が
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
時
代
で
す
。
こ

う
し
た
市
街
地
再
開
発
事
業
に
併

せ
て
、
人
々
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
歩
行
者
と
車
の
分
離
、
障
が

い
者
に
便
利
な
電
動
車
椅
子
が
安

全
に
交
互
交
通
で
き
る
歩
道
幅
４

～
５
ｍ
を
備
え
た
生
活
道
路
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
生
活
道
路
が
東
海
地

震
・
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震
等

の
時
の
火
災
旋
風
や
延
焼
火
災
等

の
二
次
災
害
防
止
に
役
立
つ
、
幅

員
1
5
m
（
車
道
７
ｍ
十
歩
道
８
ｍ
）

以
上
の
整
備
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
各
地
の
生
活
道
路
整
備
は
、

市
場
性
が
大
き
く
、
景
気
対
策
・

雇
用
対
策
（
ニ
ー
ト
）
、
少
子
化

対
策
、
新
し
い
社
会
資
本
整
備
事

歩道のない各地の生活道路業
に
繋
が
り
、
安
全
な
生
活
道
路

の
資
金
は
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

「
道
路
特
定
財
源
」
「
特
区
構
想
」

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
等
を
基
に
先
進
国
・

技
術
立
国
・
経
済
大
国
に
相
応
し

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
必
要
で
す
。

　
人
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
昭

和
2
0
年
頃
の
雨
水
・
井
戸
水
が
水

道
、
川
が
下
水
、
薪
・
炭
が
ガ
ス
、

ラ
ン
プ
・
水
車
の
動
力
が
電
気
、

烽
火
・
飛
脚
が
電
話
に
と
各
企
業

が
技
術
開
発
を
行
い
、
水
汲
み
・

薪
割
り
・
ト
イ
レ
の
水
洗
化
・
電

化
製
品
を
普
及
さ
せ
、
時
間
・
労

力
・
衛
生
面
等
大
幅
に
改
善
・
合

理
化
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
設
備
を
生
活
道

路
の
地
上
、
地
下
に
整
備
し
、
3
0

～
5
0
年
経
過
し
た
設
備
は
、
地
盤

沈
下
の
影
響
と
老
朽
化
と
幅
輳
化
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―
未
来
に
向
け
た

安
全
・
安
心
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
を
ヨ
コ
ハ
マ
か
ら
・

ま
ち
づ
く
り

生
活
道
路
整
備
と



が
進
み
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
等

で
破
損
被
害
を
受
け
、
復
旧
に
掘

削
工
事
を
要
し
、
長
期
間
不
便
な

生
活
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
設
備
は
、
常
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
地
中
の

設
備
は
不
可
能
に
近
く
、
共
同
溝

は
安
全
性
・
経
済
性
・
メ
ン
テ
ナ

壊
は
、
人
命
救
助
、
消
火
活
動
の

救
急
車
、
消
防
車
の
初
期
活
動
と

避
難
者
の
妨
げ
と
な
る
等
、
い
ざ

と
言
う
時
の
備
え
と
都
市
景
観
等

か
ら
も
地
中
化
か
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
欠
か
せ
な
い

飲
料
水
、
生
活
用
水
は
急
を
要
し
、

住
宅
迄
の
運
搬
は
高
齢
者
や
障
害

者
に
負
担
と
な
り
ま
す
。
最
近
の

都
市
は
、
住
宅
、
ビ
ル
の
高
層
化

が
進
み
、
水
道
、
下
水
、
ガ
ス
、

電
気
、
電
話
の
各
設
備
は
、
住
宅
、

ビ
ル
に
セ
ッ
ト
と
し
て
接
続
し
、

利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治

体
は
人
々
の
生
命
、
財
産
を
守
る

理
念
を
基
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
機
会
に
安
全
な
共
同
溝
整
備
を

行
い
、
各
企
業
が
利
用
す
る
時
代

が
き
た
と
考
え
ま
す
。

国交省:東京･銀座･歩道内のミニ共同溝(水道･

下水･ガス･電気･電話等収容･昭和47年完成)

　
一
昔
前
は
、
身
近
な
生
活
道
路

で
子
ど
も
達
は
遊
び
、
大
人
も
近

所
の
人
達
と
大
切
な
情
報
を
伝

え
、
絆
を
結
ぶ
場
所
で
し
た
。
生

活
道
路
は
、
人
間
を
育
て
る
場
で

あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
社
会
は
、
幼

児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

テ
レ
ビ
の
あ
る
部
屋
で
育
て
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
近
所
の
人
々
に

接
す
る
の
が
難
し
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
閉
ざ
さ
れ
た
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　
人
か
ら
可
愛
が
ら
れ
感
性
を
身

に
つ
け
る
機
会
が
少
な
い
幼
児

は
、
周
囲
か
ら
受
け
る
愛
情
、
会

話
、
優
し
さ
、
喜
び
、
ふ
れ
あ
い
、

感
情
等
感
性
を
醸
成
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
幼
児
は
５
歳
位
ま
で
に
感
性
を

身
に
つ
け
な
い
と
、
見
な
れ
な
い

人
に
自
己
防
衛
が
強
く
な
り
、
引

き
こ
も
り
と
い
じ
め
の
芽
の
上
で

形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
、
勉
強
し
て
知
識

を
学
び
人
間
と
し
て
純
白
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
空
手
、
ボ

ク
シ
ン
グ
等
の
選
手
と
し
て
強
く

な
る
と
動
き
が
速
く
な
り
、
ル
ー

ル
は
狭
ま
り
反
則
が
多
く
な
り
失

格
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ヤ

ー
す
る
の
が
反
射
神
経
で
、
反
射

神
経
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
猛
練

習
し
ま
す
。
そ
の
結
果
体
力
、
精

神
的
に
も
強
く
な
り
良
い
選
手
と

し
て
育
ち
ま
す
。

　
社
会
で
も
失
格
者
を
つ
く
ら
な

い
環
境
が
大
切
で
す
。

　
お
父
さ
ん
達
の
仕
事
も
、
プ
ロ

と
し
て
会
社
、
社
会
を
支
え
て
い

ま
す
。
各
職
業
に
も
ル
ー
ル
が
あ

り
、
働
い
た
成
果
は
人
々
に
役
立

ち
ま
す
。

　
例
え
ば
、
食
べ
物
、
飲
み
物
、

洋
服
、
乗
り
物
、
建
物
、
社
会
の

管
理
等
は
人
・
社
会
に
役
立
つ
職

業
、
仕
事
で
す
。
ま
た
、
毎
日
食

べ
て
い
ま
す
お
米
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ナ
ス
、
り
ん
ご
等
は
、
農
業
の
プ

ロ
が
真
夏
に
草
取
り
を
し
て
収
穫

し
、
ト
ラ
ッ
ク
等
流
通
を
通
じ
て

届
け
ら
れ
ま
す
。
肉
屋
、
八
百
屋
、

理
髪
店
、
タ
ク
シ
ー
、
す
し
屋
、

警
察
官
、
議
員
、
公
務
員
等
プ
ロ

と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
お
話

し
て
、
自
分
も
友
達
も
将
来
プ
ロ

と
し
て
社
会
を
支
え
る
、
そ
の
時

の
た
め
に
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
が
役

立
つ
こ
と
を
教
え
、
社
会
の
問
題

点
に
感
心
の
持
て
る
人
間
性
と
、

プ
ロ
の
大
人
に
自
然
に
感
謝
で
き

る
人
と
し
て
育
つ
社
会
が
大
切
と

考
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
ど
も
の
感
性
の
面

か
ら
も
、
生
活
道
路
は
、
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に

も
必
要
な
も
の
で
す
。

　
道
路
特
定
財
源
は
、
昭
和
2
8
年

法
制
化
さ
れ
、
車
利
用
者
が
自
動

車
取
得
税
、
重
量
税
、
ガ
ソ
リ
ン

税
等
で
、
納
税
者
は
車
が
安
全
・

快
適
に
通
行
で
き
る
高
速
道
路
と

各
自
治
体
の
生
活
道
路
整
備
を
目

的
と
し
て
納
め
て
き
た
税
金
で
す
。

　
2
1
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

人
々
が
安
心
し
て
住
民
税
、
所
得

税
、
法
人
税
、
固
定
資
産
税
、
消

費
税
等
収
め
ら
れ
る
社
会
が
大
切

で
す
。
市
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
密
集
地

域
、
集
合
住
宅
地
域
等
は
地
震
災

害
等
で
火
の
海
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
早
期
に
地
方
分
権
化
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
、
道
路
特
定
財

源
、
条
例
、
特
区
構
想
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
等
を
基
軸
に
、
人
間
重
視

型
・
人
間
環
境
型
社
会
と
な
る
都

市
再
開
発
事
業
が
必
要
で
す
。

　
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
良
い
社

会
、
人
々
の
生
き
る
道
に
も
通
じ
る

安
全
な
生
活
道
路
整
備
に
取
り
組

み
、
将
来
の
人
・
国
づ
く
り
と
し
て

魅
力
あ
る
日
本
の
玄
関
・
国
際
都
市

横
浜
に
相
応
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
民
と
共
に
築
き
ま
し
ょ
う
。

66■「横浜会議」からの報告

ライフラインが絹較化している断面図 に
も
影
響
が
大
き
く
、
電
柱
の
倒

け
、
特
に
電
力
の
停
電
は
社
会
的

度
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
被
害
を
受

雨
、
自
然
災
害
等
が
多
く
、
そ
の

ま
た
、
日
本
は
台
風
、
集
中
豪

況
に
あ
り
ま
す
。

市
計
画
道
で
７
・
４
％
と
低
い
状

日
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
全
国
都

率
は
、
内
閣
府
（
H
1
5
年
１
月
1
5

し
か
し
、
国
内
の
共
同
溝
普
及

さ
れ
て
い
ま
す
。

ン
ス
等
に
優
れ
て
い
る
事
が
確
認
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